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」の動きにみられるこうし
年代以降の世界資本主義の
関係性の変化
での戦略展開
質的に新しい
に規定されたものであるとと
となっている場合も多くみら
性格をもつ現象となっている
もに，当初から「非統合」
れるようになってきており
ことを示すものであるとい
の部分を組み込んだかたち
， 年代のそれと比べても
える
）
。
（ ）
「垂直
立命館経済学
統合型」から「ネットワ
（第 巻・第５ ６号）
ーク型」の企業構造への転換をめぐる問題
以上の考察を
めぐる問題につ
な企業のタイプ
位企業であり，
ちの企業構造に
取り組まれたり
ふまえて，つぎに「垂直統合
いてみることにしよう。 で
のひとつの基本的特徴は，内
階層制管理機構によって需給
あった。しかし， 世紀を迎
，企業間のネットワーク化＝
型」から「ネットワーク型」
みたように， 世紀という時
部化による職能統合した垂直
の調整に企業自ら主体的に取
えた今日，例えば，企業組織
連携によって各構成単位の経
の企業構造への転換を
代の代表的かつ支配的
統合企業＝複数事業単
り組むことというかた
構造それ自体の変革が
済効率・経営効率を高
め，全体として
全体的な効率化
において大きな
ここで，そう
次元を整理して
用される場合，
として使われる
られる縦の関係
「規模の経済」を追求してい
・最適化・調整化をはかるよ
変化がみられる。
した動きにみられる問題を取
おくことにする。企業経営の
大きく企業内部の組織構造の
場合とに分けることができる
や対等・平等な横の関係の
くような企業間関係を基礎に
うなかたちでの経営展開がみ
り上げる前にまず「ネットワ
問題領域において「ネットワ
レベルで使われる場合
）
と，企
。さらに後者については，大
企業間ネットワーク，２）
した企業類型の出現や
られるなど，企業経営
ーク」という用語の諸
ーク」という用語が使
業間の関係を示すもの
きく，１）下請制にみ
産業でみられるネット
ワーク企業と呼
力関係によって
く経営の３つに
業分野に集中し
製造，物流，販
専業企業群」の
規格を公開する
ばれる専業企業の間での各職
支えられた企業類型，３）情
分かれる。２）のネットワー
，その事業分野を，特定製品
売・マーケティングなどいず
ことであり，これらの企業
ことによって可能となった」
能活動領域におけるネットワ
報技術（ ）による情報ネッ
ク企業とは，「自社の経営資
か特定分野に限定し，事業活
れかの活動に限定するかもし
の密接な協力関係は，「かれら
ものである
）
。また３）は，
ーク的連携に基づく協
トワーク的連携に基づ
源を最も得意とする事
動も研究開発，設計，
くは重点を置いている
が開発する 技術の
年代以降のいわゆる
段階に特徴
にした経営の展
などと呼ばれた
１ ネットワ
まず近年のネ
みると，それら
的なオープンな情報ネットワ
開を意味しており，「情報ネ
りする。
ーク企業，アウトソーシング
ットワーク企業，アウトソー
は，その性格からいえば，「
ーク・システム
）
による情報の
ットワーク経営
）
」や「オープ
，戦略的提携など「非統合」
シング
）
，戦略的提携など「非
垂直統合型」と特徴づけられ
自律分散的統合を基礎
ン・ネットワーク経営
）
」
の動きとその意義
統合」の動きについて
る 世紀型企業とは異
なるという面が
ある「統合企業
な論点となって
この点に関し
との区別が必要
おける非統合化
みられる。この点をめぐって
」に対するアンチテーゼかど
くるであろう。
ては，１）職能活動のレベル
であること，２）職能活動の
＝ 外部化の類型と， ）当
は， 世紀型企業の重要なひ
うか，その性格をいかにみる
での「非統合」と事業分野の
レベルでの「非統合」の場合
初から自社の経営資源を最も
とつのメルクマールで
べきかという点が重要
レベルでの「非統合」
でも， ）統合企業に
得意とする事業分野に
（ ）
集中し，その
かれる。
このうち，
現代企業の「統合」
事業分野を特定の職能的活動
２）の ）の場合には，その
・「非統合」をめぐる諸問題（山崎
分野に限定あるいは重点を
多くはあくまで統合企業と
）
置く専業企業の類型とに分
いう構造を前提にした企業
活動の一部の
それゆえ環
ンチテーゼ
「連結の経済
これまでの垂
って補完する
られる。また
外部化であり，それをアウト
境変化により柔軟に対応しう
的性格というよりはむしろ「
」と呼ばれる「ネットワーク
直統合による「規模の経済」
ことでより効率的に経済性・
例えば企業提携のようなかた
ソーシング，戦略的提携な
る形態が選ばれているのであ
補完的」役割・意味をもつも
化による経済性」と「規模の
の実現を「ネットワーク化
収益性を追求するという性
ちで「非統合」を組み込む
）
ど，資本投下をともなわず，
って，「統合」に対するア
のと考えられる。例えば
経済」との関連をみても，
による経済性」の利用によ
格のものではないかと考え
場合でも，基本的には統合
構造を基礎に
的統合は「内
となってきて
という資本投
るをえない方
かるというい
例えば岡本
の３層からな
してこそ意味をもつものであ
部化」によるものであったが
おり，多くの場合，機能面で
下をともなう，それゆえ環境
法ではなく，他社の経営資源
わば「外部資源志向型」の方
博公氏は，大企業のシステム
る重層的な３層構造としてと
るといえる。 世紀の「垂
，むしろ「内部化」による
の実質的な統合をはかりな
変化への対応という面では
の実質的な機能結合によっ
法が大きな意味をもってき
を現場活動単位レベル，事
らえ， 世紀型生産システ
直統合」型でみられた垂直
統合以外の方法が今日問題
がらも，それを「内部化」
一定の「硬直性」を生まざ
て外部資源の有効利用をは
ている。
業単位レベル，企業レベル
ムをフレキシブル生産シス
テムである
ステムであり
バーチャル化
で，緊密な生
ることができ
企業構造への
問題をめぐっ
とし，それを支える事業シス
，これが 世紀型事業システ
，ネットワーク化などの展
・販・購の連 がそれらによ
るのではないかという提起を
変革・転換，ネットワーク化
ては，この点は重要であると
テムが生産・販売・購買（生
ムであると考えられると指
開は，それぞれの産業特性（
って促進されうるのかどう
されている
）
。今日の垂直統
や提携などによる非統合の
考えられる。
・販・購）統合型の事業シ
摘された上で，戦略提携や
技術特性・市場特性）のもと
かに関わるものとして考え
合型からネットワーク型の
動きをいかにみるかという
またそのよ
とつには，そ
た従来の「内
活動（研究開
構造のなか
部化」のいく
再編を試み
うな「内部化」による垂直統
れがすべての巨大企業で同じ
部化」による垂直統合型から
発から生産，販売に至るビジネ
の特定の製品部門・事業領域
つかの類型がみられるわけで
るケースも多くみられるとい
合型からの転換という変化
ようにみられるということ
の転換がみられる場合でも
ス・プロセス）の一部を切り離
を切り離す場合（「集中と選択
，垂直統合構造をなおひと
うことである。いまひとつ
をみる上で重要な点は，ひ
になるとは限らないし，ま
，企業内に抱え込んだ職能
す場合や多角化した事業
」）など，実際には「非内
つの基本構造として新たな
には，「垂直統合型」から
「ネットワー
産からの転換
の場合の産業
に入れて考え
より容易に，
経営への転
ク型」の企業構造・経営への
・脱皮という性格の問題とど
なり業種といわれるものの舞
る必要があるということであ
かつ効率的にする技術的条件
換を促進するという関係もみ
転換という問題をめぐっては
のような関連性をもってい
台がいかなるところのもの
る。もちろん情報技術の発
を提供することによってネ
られるが，どのような特性（
，そうした変化が大量生
るのかという点であり，そ
であるのかという点を考慮
展がネットワーク的連携を
ットワーク型の企業構造・
例えば市場・競争条件や技術
（ ）
特性，製品特性
変革がより効率
た点を職能活動
立命館経済学
）をもつ産業類型において垂
的・適合的であり，したがっ
のレベルでの「非内部化」と
（第 巻・第５ ６号）
直統合型からネットワーク型
て，そこではいかなる意味を
事業領域レベルでの「非内部
への企業構造の転換・
もちうるのか。こうし
化」のそれぞれのケー
スについて検討
要因を十分に明
例えば加工組
の『多品種少量
をカバーできな
な課題となって
となる生産能力
し，「内部化」によらない統
らかにし，その意義を究明し
立産業に典型的にみられる多
生産』は『少量生産』とは言
い高コスト構造となっており
いる」。それだけに，「損益分
そのものの柔軟性を図ってい
合という形態的に異なる方法
ていくことが重要となってく
品種多仕様大量生産を示す別
っても，生産総量としては大
，総量の縮小にも対応できる
岐点を引き下げる努力ととも
く必要があり，このような生
が採られるさいの規定
ると思われる。
の表現でもある「現在
量生産でないと固定費
システムの構築が重要
に，損益分岐点の分母
産能力の伸縮性をめざ
して社外生産拠
用が進む」可能
の生産があくま
いるわけで，「
いには，産業特
したがって，
業がいかなる競
ではないかと考
点をネットワークするヴァー
性が高いとも考えられる
）
。し
でも典型的な量産型産業にみ
垂直統合型」から「ネットワ
性とのかかわりを考慮に入れ
統合化と分散化のバランスを
争優位をもっているかという
えられる。
チャル・コーポレーションや
かし，例えば自動車産業にみ
られるものであるがゆえの問
ーク型」の企業構造への転換
ておくことは重要な意味をも
いかにとるかという問題は産
企業の特性によって異なって
アウトソーシングの活
られるように，そこで
題がここにも示されて
という問題を考えるさ
つといえる。
業の特性や，個々の企
くるところが大きいの
２ ネットワ
産
つぎに，「垂
して，上述のネ
産業におい
かたちでの「垂
ーク企業の出現をめぐる問題
業におけるネットワーク企業
直統合型」から「ネットワー
ットワーク企業の出現をめ
て典型的にみられ，それは
直統合型企業」とは異なる企
とその意義
ク型」の企業構造への変革・
ぐる問題をみることにしよう
世紀に支配的となった「内部
業構造をもつ。こうした新し
転換をめぐる問題に関
。こうした企業類型は
化による統合」という
い現象の評価をめぐっ
て，つぎの２つ
論点１＝これ
化」
論点２＝こう
変革
の論点について検討すること
らの動きの顕著な代表的事例であ
の問題
した新しい企業類型の出現の中心
の「一般化」・「普遍化」の問題
が重要である。
る 産業の産業特性と企業類
的舞台である 産業の「先端
型変革の「一般化」・「普遍
性」・「中核性」と企業類型
まず論点１点
企業の出現・普
る製品特性，２
のアーキテクチ
ジュラー」型で
あるが，パソコ
に関しては， 産業，とく
及との関連の問題が重要とな
）技術特性，３）市場特性の
ャーの特徴による製品特性
「オープン」型のアーキテ
ン産業の製品が製品差別化の
にパソコン産業の産業特性と
る。この点では，１）アーキ
３点が考慮に入れられなけれ
については， 産業，ことに
クチャー特性（インターフェイ
はかりにくい製品特性，すな
そこでのネットワーク
テクチャー
）
の特徴によ
ばならない。まず１）
パソコン産業では「モ
スの標準化）をもつ点で
わち単純組立コンポー
（ ）
ネント生産と
資本投下が必
きいという点
現代企業の「統合」
しての性格をもっているとい
要にもかかわらず，技術革新
がある。さらに３）の市場特
・「非統合」をめぐる諸問題（山崎
う点である。また２）の技
・進歩のテンポがはやく，
性に関しては，そのような
）
術特性については，巨額の
固定費の回収のリスクが大
技術特性にも規定されて，
製品ライフサ
点がある。以
ネットワーク
たって必要と
（投下資本）の
可能となる。
特性ゆえのこ
イクルの短さ，価格のはげし
上のような産業特性のゆえ
企業でみられるような非統合
される技術開発費や設備投資
節約とより効率的な利用が可
しかし，ネットワーク企業が
とではないだろうか。それ
い低落傾向がみられるとい
に，パソコン産業や半導体産
＝分散化によって，製品や
費用の分散，垂直統合型企
能となり，さらに技術開発
このような優位性をもちう
ゆえ，このような 産業の製
う市場競争の激しさという
業のような 産業では，
基幹部品の開発・製造にあ
業に比べた場合の事業資金
のスピードを高めることが
るのも，上述のような産業
品特性・技術特性・市場
特性の３つの
意義，その
そうした
重要である
業が 世紀
産業とい
が 世紀に経
現象のもつ意
面での産業特性を考慮に入れ
「一般化」・「普遍化」の問題を
「一般化」・「普遍化」という問
。すなわち， 産業，ことに
末から 世紀にかけての新し
う先端的産業にみられる現象
済構造なり産業構造のなかで
義が「一般化」・「普遍化」す
て，これらの産業の舞台で
検討する必要があろう
）
。
題は上記の論点２との関連
パソコン産業において出現を
い時代にみられる現象であり
であっても，そのような変化
中核的位置を占めるかどう
ることができるかどうかが
のネットワーク企業出現の
で検討することが必要かつ
みているネットワーク企
，しかもそれがいわゆる
がみられるそうした産業
かによっても，その先端的
決まってくるであろう。こ
の点に関して
世紀型企業
動車のような
に広く国民
コン産業が真
経済的レベル
新しい現象の
重要なことは，すでにみたよ
たりえたのは，それが多くの
耐久消費財部門の大量生産に
経済全般に大量生産体制を確
の意味で 世紀型企業の類型
でみた場合の「中核性」とい
もつ意味を評価するさいのメ
うに，垂直統合型でかつ大
産業に広く普及し「支配的
よる関連する多くの産業部
立することができたからであ
たりうるかどうかは，こう
う性格をもちうるかどうか
ルクマールとして「出現
量生産適合型の企業類型が
」となっただけでなく，自
門への需要創出効果を基礎
る。 産業，ことにパソ
した産業がそのような国民
にもかかっているといえる。
併存 支配的」という基準
に照らしてみ
なったとき，
ている場合に
い現象のもつ
ネッ
以上におい
た場合に，その現象自体が特
あるいはそうした現象が出現
はその産業が国民経済的にみ
意味が「一般化」・「普遍化」
トワーク企業の出現と生産力
て， 産業を中心的な舞台
定の産業なり部門をこえて
し，支配的となった産業部
て「中核的」位置を占める
しうることになろう。
の性格をめぐる問題
とするネットワーク企業の出
広く一般的に「支配的」と
門が特定の産業に限定され
ようになったときに，新し
現とその企業類型変革を
めぐる問題に
業類型の出現
ている。す
や一私企業
「いまや，多
を維持するこ
関して，若干の論点を提示し
の問題を 産業における生
なわち，ネットワーク企業の
である大規模な垂直統合企業
数の専業企業の密接な協力関
とができる時代を迎えた
）
」と
て検討を加えてきたが，夏
産力の性格の問題と関連づけ
出現は，「グローバル化した
の枠組みに収まらない段階に
係によってのみグローバル
されている。
目啓二氏は，そのような企
てつぎのように指摘され
の社会的生産力がもは
達したことを意味する」。
化した の社会的生産力
（ ）
この点に関し
ば 年の同社
ても，同社がも
立命館経済学
ては， によるパソコン
の世界の市場シェア（出荷台
ともともっていた競争優位に
（第 巻・第５ ６号）
のアーキテクチャーの「オー
数でみたもの）がわずか ％
対して決定的な打撃を与える
プン化」戦略は，例え
にすぎないこと
）
を考え
結果となったのである
が，しかし，こ
なくても模倣の
れる。またパソ
期的段階，また
わせにくい初期
製品特性・技術
えられたのでは
うした結果は，パソコンとい
比較的容易な製品特性をもっ
コンといった事業・製品分野
そのための開発費や設備投資
的段階にあっての の戦
特性ゆえの理由もあり，そう
ないかとも考えられる。しか
う製品がもともとアーキテク
ているという特殊的性格に規
における開発・発展の段階か
費用などの投下資本の回収の
略的決定が「オープン化」戦
した決定は当時のことであっ
し，こうした「オープン化」
チャーをオープン化し
定されていると考えら
らみれば，市場化の初
可能性を十分にもちあ
略であり，このような
たがゆえに合理的と考
の決定が，自動車産業
にはみられない
いう市場特性を
きく低下させ，
生み出されるこ
初アーキテクチ
能であったのか
での統合化戦略
点化あるいは専
ような開発期間・製品寿命の
生み出すことにもなり，その
ネットワーク企業のような専
とになったという面もみら
ャーをクローズ化して，内部
。電機・電子総合企業のレベ
は有効性を発揮しえないのか
業化をはかったとしても統
短さ，価格の激しい低落傾向
結果，垂直統合＝内部化型の
業企業の連携による効率性追
れるのではないかと考えられ
化によって競争優位を確立す
ルでの資本力・技術力をもっ
，しかも「選択と集中」によ
合化＝内部化は有効な手段と
，市場競争の激しさと
企業構造の効率性を大
求の優位性の可能性が
る。例えば， が当
ることははたして不可
てしてもパソコン事業
るパソコン事業への重
はなりえないのか，
産業のもつ構造
しかし，夏目
たものであり，
を有し
）
，こうし
グ，戦略的提携
をなしており，
業のもつ構造的
的な性格・特徴をいかに把握
氏の指摘は，今日の情報技術
そうした広範囲に関連性をも
た生産力の性格それ自体が
など「非統合」の動きをひと
しかもそれがグローバル化
な性格・特徴から新しい現
するかといった点が問題とな
が情報と通信と放送の３つの
つと同時にそのそれぞれが技
産業においてネットワーク
つの顕著な傾向としているひ
したレベルで展開される必然
象の把握を試みたものである
るように思われる。
領域の技術が融合され
術的にも高度の革新性
企業，アウトソーシン
とつの重要な規定要因
性を示しており， 産
といえる。もちろん
産業以外の多く
指摘は，これら
りになりうると
３ 情報技術
現代企業の垂
ひとつの点とし
の産業でも今日アウトソーシ
の産業でのそうした動きと
いう点で重要な問題を提起し
の発展と企業経営のネットワ
直的統合とネットワーク化を
て，情報技術の発展を基礎に
ングや戦略的提携などの動き
産業でのそれとの相違をみ
ているといえよう。
ーク化をめぐる問題
めぐる問題として取り上げて
した企業経営のネットワーク
がみられるが，同氏の
る上でも重要な手掛か
おかねばならないいま
化の問題がある。情報
技術の発展が企
展は企業経営の
ず企業間関係に
ル化の進展とも
の構築・拡大を
そこで，情報
業経営に大きな影響をおよぼ
効率化をはかる上で大きな可
おいても変革の大きな契機の
かかわって，一国内のみなら
もたらす契機にもなっている
技術の発展と企業内・企業間
す可能性はまさに情報通信技
能性を生み出しており，個別
ひとつとなっている。このこ
ずグローバル化した世界的な
。
のビジネスプロセスの統合化
術の面にあり，その発
企業のレベルのみなら
とは，経営のグローバ
レベルでの企業間関係
という点についてみる
（ ）
と，情報技
「情報化が企
にとっての時
現代企業の「統合」
術の利用は企業の生産システ
業や生産システムにもたらし
間と空間の観念を変えた点に
・「非統合」をめぐる諸問題（山崎
ムや経営システムの変革の契
た，あるいはもたらしつつあ
ある」とされている。それ
）
機になっており，ことに
る変化は，生産システム
は「情報の伝達速度がリア
ルタイムに，
情報システム
る」。「このこ
術開発や生産
が企業経営
の 化と
えたものに変
すなわち情報の発生とその伝
に取り込まれた情報に関する
とは研究開発，製品開発部門
効率向上に資する
）
」という点
システム，生産システムにも
情報ネットワーク化の進展は
えつつあり，異なる地点にあ
達・処理のリードタイムが
限り，時間的，空間的な差
内および他部門との連動性
にもみられるように，情報
たらす影響には大きなものが
生産システムの空間的範囲を
る設備や工場を，あたかも
無限小になることにより，
異は消滅することを意味す
と結合の自由度を高め，技
通信技術の面における発展
あるといえる。「生産設備
従来の工場という枠を超
同一工場に存在するものの
ように，特定
たそこでは，
『世界最適調
ーバルな範囲
ン・ネットワ
性が高まるこ
みられる。そ
変革の問題に
の生産計画のために統合的に
「原材料・部品の最適の調達
達』に加えて，その時々の生
で選択され，サプライ・チェ
ークを介して統合的な製造
となど，企業経営システム，
れゆえ，情報技術の発展との
ついては，情報通信技術が生
利用することが可能になる
先を系列の枠を超えて世界の
産計画に最も適合的な製造設
ーンにおける在庫と物流を
を行うという『世界最適製造
生産システムの変革をもた
関連でもたらされる企業経
産システムや企業経営シス
」という面がみられる。ま
なかから選択するという
備とオペレーターがグロ
最適化した上で，オンライ
）
』」の効率的な遂行の可能
らす重要な契機がそこにも
営の変化，そのシステムの
テムのなかにいかに組み込
まれ，システ
こうした点を
このように
ク経営の展開
た生産，販売
プロセス全体
ジネス・プロ
ム全体がどのように変革され
具体的にみていくことが重要
，今日の情報技術の利用を基
は，それまでの技術と労働組
，購買，開発などの企業の基
の有機的なシステム化による
セス全体におよぶ効率化・最
，どのようなメカニズムに
な問題となってくるであろ
礎にした経営展開，ネット
織・管理の領域を中心とす
本的職能領域・活動のレベ
効率化というかたちで推進
適化・調整化をはかるかた
よって機能を発揮するのか，
う。
ワーク化＝情報ネットワー
るレベルにとどまらず，ま
ルだけでなく，ビジネス・
され，企業全体あるいはビ
ちへと発展してきている。
例えばサプラ
化による効率
ていることに
近年の動き
段として，資
グローバル競
今日の情報技
イ・チェーン・マネジメント
性の追求が一企業内に限らず
重要な今日的特徴のひとつが
をみると，「企業外部の知的
本提携や業務提携戦略（合従
争と迅速な技術革新に対応す
術の発展と経営のグローバル
などにみられるように，各
それを超えた企業間のレベ
みられる。
・創造的労働の成果を最大限
連衡＝戦略的提携の展開）が行
るために，不可欠となって
化が市場における競争の課
職能活動の連携，統合の深
ルで推進しうるようになっ
に有効利用するための手
われ」ているが，「それは，
いる
）
」と指摘されるように，
題と領域を本質的に変化さ
せ始めてい
縮小し，経営
ク化を容易
業は，世界を
れと同時に，
題となってき
る。すなわち，「情報技術の発
スピードの向上に大きく寄
にし多様な経営資源の連結可
視野に入れた最適な競争環
進出地域間の相互連結をはか
ている」。「このような競争条
展は，経営活動における時間
与する」だけでなく，「また同
能性を拡大していくことにな
境にある立地を選択せざるを
ることによって，相乗効果
件や競争環境の変化は，当
と距離の制約を飛躍的に
時に，組織のネットワー
る」。また「グローバル企
えない」だけでなく，「そ
を追求することが重要な課
然，経営，組織，取引関係
（ ）
などにも大きな
ーシングや分社
業間関係を新た
立命館経済学
影響を及ぼしている
）
」。近年
化など企業内関係の分離によ
に形成しなけれなならなく
（第 巻・第５ ６号）
，ことに，「専門化やリスク分
る企業間関係への組み替えを
なってきて」おり，「このよう
散のために，アウトソ
含め，他の企業との企
な条件のもとで生まれ
てくる企業間関
おけるバブル経
たことにみられ
は，「たんなる
「そのうえで，
ロセス創出機能
しかし，その
係とは，コア・コンピタンス
済の崩壊と情報化・グローバ
るように，市場の質的な変化
統合ではなく，まずはじめに
必要に応じて協力・協調関係
を備えることが必要になる
）
」
ような自律・分散はあくまで
の連結による企業間ネット
ル化を大きな契機として市場
がおこっているが，そうした
自律・分散を実現しなければ
を適時に形成し，また素早く
という指摘もなされている。
統合に対する補完的性格をも
ワークである
）
」。日本に
の均質性が大きく崩れ
変化に対応するために
ならない」のであり，
解消していくというプ
つものであるといえる。
それはすなわち
推進は，企業の
業全体あるいは
企業間の関係を
の矛盾」への対
展開は，経営環
ているといえる
ただこうした
管理的調整の問題でもある。
特定の職能領域・活動領域を
ビジネスプロセスの観点から
も含めたレベルで展開される
応の今日的レベルでの現れで
境への主体的・能動的適応と
。
問題に関しては，情報技術が
情報技術を利用したこうした
超えて，各領域間の有機的な
最適化をはかろうとするもの
ということは，資本主義生産
あり，情報技術を駆使したそ
いう点でも一層戦略的な意義
生み出す技術的な可能性と企
経営の展開，合理化の
連携をはかりながら企
であり，しかもそれが
における「生産と消費
のような合理化，経営
をもつようになってき
業経営における実際の
展開とが必ずし
うなかで，実態
トワーク上での
情報の伝達やコ
「距離と時間の
同一産業のなか
「全般的一般性
もすべての場合において一致
のより正確な把握を行ってい
情報の自律分散的統合といっ
ントロールの仕方についての
制約」を克服しえた展開とな
の企業間の比較，国際間の
」（一般的傾向性）の部分と「
しているとは限らず，多くの
くことが必要かつ重要である
ても，それはあくまで技術的
みいえるにすぎず，現実的に
っているのか。この点を例え
比較を行うなかで，そうした
個別的特殊性」の部分とを明
個々の事例の考察を行
。情報技術によるネッ
レベルでの問題であり，
は，部門間や企業間の
ば産業部門間の比較，
変化のなかにみられる
らかにし，そこでの差
異を規定する諸
独立した企業間
のありようが情
ろう。
要因を析出し，実態の正確な
の場合には，それらの企業間
報技術の利用の技術的可能性
現代企業の「統合」・「
―― ラングロワの所説
認識と問題の本質把握に近づ
に提携関係が存在したとして
を制約するという関係も生じ
非統合」と管理的調整をめ
の批判的検討を中心に――
くことが必要である。
も，企業間の利害関係
てこざるをえないであ
ぐる問題
以上のような
まひとつの重要
る。
まず 産業
現代企業の「統合」・「非統合
な点は，現代企業の「統合」
でみられるネットワーク企業
」の問題をめぐって取り上げ
・「非統合」と管理的調整をめ
の出現に関していえば，グロ
ておかねばならないい
ぐる問題についてであ
ーバル・ネットワーク
（ ）
企業が 産
業に普遍的な
合」のネット
現代企業の「統合」
業に特有の現象ではなく，自
現象であるとすれば，すなわ
ワーク企業の類型が支配的に
・「非統合」をめぐる諸問題（山崎
動車産業や電機産業など資本
ち， 世紀に 世紀型企業
なるとすれば，チャンドラ
）
集約的，技術集約的な産
とは異なるこうした「非統
ーの命題に対する新たな命
題を提示する
ンドラーに
関する命題が
この点に関
は一見市場と
ロセス全体と
機構がはたら
ことができるとする夏目氏の
よる「 から
いま，またグローバルな段階
して重要な点は，こうしたネ
価格のメカニズムによって経
してみれば，各企業が連携す
いており，そのような全体的
指摘に関してである。この
への転換の命題，
で問われている
）
」という問
ットワーク企業が専業的な
営資源が配分されているよ
るなかで管理的調整にみら
な主体的調整＝管理的調整
点について，同氏は，チャ
すなわち，市場と組織に
題提起をされている。
非統合企業であり，そこで
うにみえても，ビジネスプ
れるような資源配分の調整
の機能がはたらくがゆえに，
非統合企業の
いうことであ
実質的には，
機能している
要な企業間の
いえよう。
また管理的
ておくべきも
ネットワーク的連携が「統合
る。個々の企業における経
職能別に分業化されたビジネ
とみるべきであろう。そこで
情報連関が基礎となってこそ
調整の問題に関するチャンド
のに ラングロワの研究
型」の企業よりも効率性を
営者・管理者による主体的な
スプロセス間，またそれら
のネットワーク的連携は，
有効性・効率性を発揮でき
ラー・テーゼをめぐるより
がある。彼の議論は，歴史的
生みうるのではないか，と
調整（管理的調整）を基に，
のプロセス全体での調整が
需給の調整をはかる上で重
ているとみるべきであると
重要な論点として取り上げ
にみてどのような調整メ
カニズムが優
ものである。
報技術の発展
戦略の優位性
企業による
はネットワー
位性をもつようになってきた
そこでは，垂直的な非統合と
にともないモジュール化，イ
が高まるとともにそうした動
管理的調整から市場メカニズ
（「消えゆく手」）＝市場取
ク企業そのものの場合を問題
かという観点から今日的状
専門化が 年代の最も重
ンターフェースの標準化が
きが進展することによって
ムによる需給の調整へと変化
引の復権がおこってきている
にしているわけではなく，
況を明らかにしようとする
要な組織の発展であり，情
進展し，アウトソーシング
「見えうる手」と呼ばれる
しつつあり，その意味で
とされている。彼の議論
自動車産業のような部門を
も含めて，イ
実性の緩和を
なるのであり
のショックの
業でみられる
ネットワーク
パビリティは
ンターフェースの標準化を基
はかるためのマネジメントお
，モジュール生産のネットワ
緩和の追加的なメカニズムを
内部的なケイパビリティでは
での外部的なケイパビリティ
，取引業者の数だけでなく市
礎にモジュール化がすすむ
よび統合の必要性をモジュ
ークの供給側の決定的な利
与えることにあるとされる
なくモジュール化，モジュ
のもつ意義が重視されてお
場における参加者にとって
ことによって，環境の不確
ール性が引き下げることに
点は，それが環境不確実性
。そこでは，垂直統合型企
ール・システムによる生産
り，そうした外部的なケイ
利用できる累積された技能，
経験および技
う
口や所得，取
度における諸
が増大する一
技術における
術をもとりまく「市場の範囲
は情報技術に示され
引の技術的・政治的な障害の
変化によっても，また市場の
方，技術の変化が生産の効率
改善が環境不確実性のショッ
」のひとつの重要な側面で
る調整技術における諸変化に
高さのような外因的要因に
グローバル化によっても推
的な最低規模を引き下げ始
クの緩和のコストを低下さ
あるとされている。彼のい
よってだけではなく，人
よる市場の範囲・規模，密
し進められる。市場の密度
めたことにより，また調整
せることによりそうした緩
（ ）
立命館経済学
図１
（第 巻・第５ ６号）
消えゆく手の仮設
和の緊急性が低
場重視の柔軟な
の仮設」（
こうしたラン
（出所）
下し， 年以降，効果的な
調整メカニズムへと変化した
）とし
グロワの議論に関しては，ひ
調整メカニズムが垂直統合型
とされている
）
。彼はこのよう
て図１のように図式化してい
とつには環境不確実性のショ
の管理的調整よりも市
な議論を「消えゆく手
る。
ックの緩和の緊急性が
低下してきたと
戦略の優位性の
されることにな
まず環境不確
トソーシングの
は本質的には
争構造・競争関
いう点をめぐって，いまひと
高まり，そうした非統合＝分
るのかという点にかかわって
実性のショックの緩和の緊急
ようなかたちをも含めて今日
年代以降の資本主義の変化
係の変化による今日の資本主
つにはモジュラー化の進展に
散化の進展によって調整メカ
検討しておく必要がある。
性が低下してきたとされる点
の非統合＝分散化の動きを根
であり，それは例えば でみ
義の複雑性・多様性に示され
よるアウトソーシング
ニズムが本質的に転換
に関していえば，アウ
本的に規定しているの
たような市場条件と競
る関係性の変化に規定
された環境不確
ックの緩和の緊
必要性・緊急性
性と意義は一層
に多角化した事
クスでの対応を
わゆる資本主義
実性の増大にある。情報技術
急性が低下するという作用が
が決定的に低下することには
高まっているといえる。資本
業構造を抱え，多品種・多仕
フレキシブルに展開せざるを
的な「生産と消費の矛盾」に
による調整技術の発展によっ
みられたとしても，そうした
ならず，供給主体である企業
主義制度下での，しかも今日
様化が進展しているなかでの
えない状況のもとでの「調整
示される根本的問題の一層多
て環境不確実性のショ
環境ショックの緩和の
側の管理的調整の必要
の大企業が非常に高度
，また複雑な製品ミッ
」の中心的問題は，い
様かつ複雑な現れをみ
ている今日的段
シブルな実現を
のであり，環境
に固有の特徴的
またモジュー
展によって「マ
階に対してそれをいかに緩和
はかるかにある。この点にこ
不確実性のショックの緩和の
規定性をいかにみるかという
ル化の進展によるアウトソー
ネジメントによる見えうる手
するかたちで大量のスループ
そ現代企業の管理的調整をめ
緊急性をめぐる問題は，資本
点なしには十分に明らかにし
シング戦略の優位性の高まり
」による調整から市場重視の
ットの円滑かつフレキ
ぐる問題の本質がある
主義発展の現発展段階
えない問題である。
とそうした非統合の進
「消えゆく手」による
（ ）
調整への転
質・意味は，
スプロセス全
現代企業の「統合」
換という点に関しては，今日
たんなる市場取引形態にとど
体のなかでの連携をいかには
・「非統合」をめぐる諸問題（山崎
みられるアウトソーシング，
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や，ある人間あるいは組織の生産
いての知識が不完全であるとい
る。この点は，例えば生産
うなある種の調整を必要と
に関する知識を他の人間
う可能性が調整という問題
をもたら
整や関連
れており
論 ケイ
能力や知
業制度の
いる。
またラ
すという指摘（ ）に
する生産段階の間に高度な相互依
（
パビリティ・取引費用・組織境界
識の差異が存在する不確実性の世
中心的な役割となりうるという指
ングロワの議論では「調整」のひ
もみることができる。また外部の
存性が存在するような場合の段
〔谷
』 出版， 年， ペー
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